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練馬西青色申告会

年
末
調
整
は
１
月
１。
日
ま
で

●
年
末
調
整
と
は

給
与
の
支
払
者
は
、
毎
月

（日
）

の
給
与
の
支
払
い
の
際
に
所
定

「源

泉
徴
収
税
額
表
」
に
よ
つ
て
所
得
税

の
源
泉
徴
収
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
源
泉
徴
収
を
し
た

税
額
の
１
年
間
の
合
計
額
は
、
給
与

の
支
払
い
を
受
け
る
人
の
年
間
の
給

与
総
額
に
つ
い
て
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
そ
の
１
年
分
の
正
確
な
税
額

（年
税
額
）
と

一
致
し
な
い
の
が
通

常
で
す
。

そ
の
一
致
し
な
い
理
由
は
、
各
人

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
主

な
理
由
は
、
①
源
泉
徴
収
税
額
表
は
、

年
間
を
通
し
て
毎
月
の
給
与
の
額
に

変
動
が
な
い
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
は
年
の
中
途
で
給

与
の
額
に
変
動
が
あ
る
こ
と
、
②
年

の
中
途
で
扶
養
親
族
等
に
異
動
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
異
動
後
の
支
払
分
か

ら
修
正
す
る
だ
け
で
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
各
月
の
源
泉
徴
収
簿
を
修
正
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
配

偶
者
特
別
控
除
や
生
命
保
険
料
、
地

震
保
険
料
の
控
除
な
ど
は
、
年
末
調

整
の
際
に
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不

一
致
を
精
算
す
る
た

め
、
１
年
間
の
給
与
総
額
が
確
定
す

る
年
末
に
そ
の
年
に
納
め
る
べ
き
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、
そ
れ
ま
で
に

徴
収
し
た
税
額
と
の
過
不
足
額
を
求

め
、
そ
の
差
額
を
徴
収
又
は
還
付
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

精
算
の
手
続
き
を

「年
末
調
整
」
と

い
い
ま
す
。

●
年
の
途
中
で
再
就
職
し
た
人

そ
の
前
職
分
の
給
与
を
含
め
て
年

末
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
中
に
前
の
給
与
の
支
払
者
か
ら

支
払
い
を
受
け
た
給
与
と
そ
の
給
与

か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
額
を
集
計
に
含

め
ま
す
。

こ
の
場
合
、
前
職
分
の
給
与
と
そ

の
徴
収
税
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人

が
前
の
給
与
の
支
払
者
か
ら
交
付
を

受
け
た

「給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
面こ

な
ど
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

●
控
除
対
象
扶
養
親
族
な
ど
の
異
動

年
の
途
中
で
、
次
の
よ
う
な
事
情

で
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
数
な
ど
に

異
動
が
あ
っ
た
人
か
ら
、
異
動
申
告

が
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

④
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
数
が
増

加
。
又
は
減
少
し
た
。
③
結
婚
し
、

控
除
対
象
配
偶
者
を
有
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
○
本
人
が
障
害
者
、
寡
婦

盆
ろ
又
は
勤
労
学
生
に
な
っ
た
。
○
扶

養
親
族
等
が
障
害
者
に
な
っ
た
。

決算書作成指導・相談日予約について

平成23年分の決算書作成指導はつぎのとおり
です。この期間は予約制となります。

■期 間

■申 込

■相談日

平成24年 1月23日～ 3月 12日

12月 上旬に 「予約申込書」を郵送します。
お早めにお申込みください。電話予約可。

後日ハガキでお知らせします。

税務署からの決算書の
送付方法が変わりました

今年度から、決算書の送付方法は所得税確定

申告書と一緒に送付されることとなりました。

(送付時期は 1月下旬です。)
なお、c―Taxによる確定申告をされた方は、決

算書、所得税確定申告書とも税務署から送付さ
れませんので、練馬西青色申告会事務局から配

布予定です。

また、予定納税をされた方は、金額のわかる

ものをご持参くださるようお願いします。

●
税
額
の
過
不
足
額
の
精
算

本
年
分
の
給
与
所
得
に
対
す
る
平

成
２３
年
分
年
税
額
の
計
算
が
で
き
ま

し
た
ら
、
そ
の
平
成
２３
年
分
年
税
額

と
、
本
年
分
の
源
泉
徴
収
税
額
の
過

不
足
額
を
求
め
、
そ
の
精
算
を
し
て

下
さ
い
。

●
超
過
額
の
還
付

給
与
の
支
払
者
が
納
付
す
る
源
泉

徴
収
税
額
が
無
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
超
過
額
の
還
付
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
税
務
署
か
ら

給
与
の
支
払
者
に

一
括
し
て
還
付
す

る
か
、
超
過
と
な
っ
た
各
人
に
直
接

還
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
の
個
別
相
談
会
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

■
期
間
貶
月
１２
日
～
１
月
１０
日
（第
２
、４
土
・

日
曜
表
示日
を
除
く
。
尚
、
１２
月
２９
日
～

１
月
４
日
ま
で
は
休
業
と
な
り
ま
す
。
）

■
会
場
青
色
申
告
会
事
務
所

■
必
要
な
書
類

一人
別
源
泉
徴
収
簿
、税
務
署
か
ら

送
ら
れ
た
納
付
書
（年
末
調
整
関
係

書
類
は
・０
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
）
、
扶
養
控
除
等
霊
（動
）
申

告
書
、保
険
料
控
除
申
告
書
（生
命
保

険
料
、
損
害
保
険
料
、
国
民
年
金
、
健

康
保
険
料
等
）。



(2)

今
年
も
年
末
調
整
を
行
う
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者

（生
計

を

一
に
し
て
い
る
配
偶
者
や
子
な
ど
の

家
族
従
業
員
）
を
雇
い
給
料
を
１
円
で

も
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
源
泉
徴
収

さ
れ
る
税
額
が
無
い
場
合
で
も
年
末
調

整
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
源
泉
徴

収
し
た
所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
２３
年

分
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
平
成
２４
年

１
月
１０
日

（
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

に
つ
い
て
は
１
月
２０
日
）
と
な
り
ま
す
が
、

青
色
申
告
会
事
務
所
を
ご
利
用
に
な
る

際
は
主
に
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
従
業
員
及
び
青
色
事
業
専
従
者
に
配

偶
者
や
扶
養
親
族
が
い
る
場
合

●
控
除
対
象
配
偶
者

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生
計

を

一
に
す
る
配
偶
者

（青
色
事
業
専
従

者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る

場
合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
を
除
く
）

で
、
合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円
以
下
の

人
が
い
る
場
合
に
は
控
除
対
象
配
偶
者

に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
業
員
や

青
色
事
業
専
従
者
本
人
の
所
得
金
額
の

合
計
額
か
ら
配
偶
者
控
除
と
し
て
最
低

３８
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

●
配
偶
者
特
別
控
除

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生
計

を

一
に
す
る
配
偶
者

（青
色
事
業
専
従

者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る

場
合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
を
除
き
、

合
計
所
得
金
額
が
７６
万
未
満
の
方
に
限

る
）
で
控
除
対
象
配
偶
者
に
該
当
し
な

い
方
を
有
す
る
場
合
に
は
、
従
業
員
や

青
色
事
業
専
従
者
本
人
の
所
得
金
額
の

合
計
額
か
ら
３８
万
円
を
限
度
と
し
て
控

除
で
き
ま
す
。

配
偶
者
特
別
控
除
と
は
、
配
偶
者
特

別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
従
業
員
や

青
色
事
業
専
従
者
本
人
の
合
計
所
得
金

額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
、
従
業
員

や
青
色
事
業
専
従
者
本
人
と
生
計
を

一

に
す
る
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
に
、

そ
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
控
除
額

を
計
算
す
る
制
度
で
す
。

●
扶
養
控
除
等

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生
計

を

一
に
す
る
親
族

（配
偶
者
、
青
色
事

業
専
従
者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け

て
い
る
場
合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
を

除
く
）
で
、
合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円

以
下
の
人
の
場
合
に
は
従
業
員
や
青
色

事
業
専
従
者
本
人
の
所
得
金
額
の
合
計

額
か
ら
最
低
３８
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
配
偶
者
や
扶
養
親
族

（青

色
事
業
専
従
者
と
し
て
給
与
の
支
払
を

受
け
て
い
る
場
合
及
び
白
色
事
業
専
従

者
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
が
い

る
場
合
で
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別

控
除
、
扶
養
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

は
、
そ
の
配
偶
者
や
扶
養
親
族
の
所
得

金
額

（パ
ー
ト
収
入
な
ど
の
場
合
は
パ

ー
ト
先
の
給
与
総
額
を
源
泉
徴
収
票
な

ど
で
調
べ
る
）、
生
年
月
日
、
障
害
者

（特

別
障
害
者
を
含
む
）
の
有
無
等
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
２３
年
分
の
所
得
税
法
の

改
正
に
よ
り
扶
養
控
除
に
つ
い
て
主
に

次
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（１
）
年
齢
１６
歳
未
満
の
扶
養
親
族

（以

下
「年
少
扶
養
親
族
」
と
い
い
ま
す
。
）
に

対
す
る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

（２
）
年
齢
１６
歳
以
上
門
歳
未
満
の
人

の
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分

（２５
万
円
）

が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
人
に
対
す
る

扶
養
控
除
の
額
は
３８
万
円
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

※
注
意
点

専
従
者
給
与
を
１
円
で
も
受
け
て
い

る
方
は
扶
養
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
社
会
保
険
料
控
除
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
や
介
護
保

険
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
保
険
料
等
に

つ
い
て
は
平
成
２３
年
分
の
支
払
い
額
を

調
べ
て
く
だ
さ
い
。

★
保
険
料
控
除
の
証
明
書
に
つ
い
て

年
末
調
整
の
際
に
、
社
会
保
険
料
の

一
つ
で
あ
る
国
民
年
金
保
険
料
等

（国

民
年
金
法
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
と

し
て
負
担
す
る
国
民
年
金
の
保
険
料
及

び
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
と
し
て
負

担
す
る
掛
金
）
、
小
規
模
企
業
共
済
等
掛

金
、　
一
般
の
生
命
保
険
料

（
一
部
の
も

の
を
除
く
）
、
個
人
年
金
保
険
料
、
地
震

保
険
料
、
旧
長
期
損
害
保
険
料
に
つ
い

て
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
支
払
い
を
し
た
旨
を
証
す
る

書
類

（以
下

「証
明
書
」
と
い
い
ま
す
）

を
保
険
料
控
除
申
告
書
に
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
こ
れ
ら
の
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

★
そ
の
他
の
注
意
点

前
年
以
前
に
年
末
調
整
を
し
た
方
は

前
年
の
年
末
調
整
の
書
類
を
、
今
年
の

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
源
泉
徴
収
の

手
続
き
を
受
け
た
方
は
そ
の
源
泉
徴
収

の
書
類

（源
泉
徴
収
簿
、
納
付
書
）
も

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
練
馬
西
青
色
申
告

会
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３
８
７
１
６
２
１
１
）

国民年釜基金は基礎年釜に
上乗せする公的な年釜制度です。
自営業者などの方にも 「上積み年金」を準備し、豊かな老

後を送ることが出来るようにするのが国民年金基金です。国
民年金基金に加入すると、税金が軽減され大変有利です。

①掛金は全額社会保険料控除の対象となります。
②受取る年金は、公的年金等控除の対象となります。
③遺族一時金は非課税となります。
どんな人が加入できるの?

①自営業者・自由業など国民年金保険料を納めている人

(第1号被保険者)
②東京都内に住民票のある人

③20歳以上60歳未満の人

但し、保険料を免除 (一部免除、学生納付特例、若年者納

付猶予を含む)をされている方と農業者年金基金に加入し
ている人は加入出来ません。
(例)34歳 Oヶ月男性 A型 1回加入の場合

※更に 80歳 を過 ぎても、生涯受↓駅 る事が出来ます。
***資 料の請求、お間含せは練馬西青色申告会事務局まで***

TEL 0 3-5387-6211

■利率 :1.85%(平 成 23年 11月 8日 現在)
※担保 ・保証人不要 (保証協会の保証も不要)
※他に練馬区の利子補給 300/0
※利用できる方 :従業員20名以下(商業・サービス業5名以下)
※1年以上事業を行つている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資
金として貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に添え

ないことがあります。

公賛肇鼻基皆属券目務争郷諾培督雪学Fお
ります。

【法律相談】

【税務相談】

【問い合わせ先】

毎月第 1金曜日午後 1時 ～4時 (30分 単位)

相談員 :弁護士 相 談無料

1月～ 3月  毎 月第 2第 4火 曜日

4月 ～12月 (8月 休)毎 月第 2火 曜日

午後 1時 ～4時 (30分 単位)

相談員 :税理士 相 談無料

東京商工会議所練馬支部

練馬区豊玉上 2-23-10練 馬産業会館 1階

TEL:3994-6521 FAX:3994-6589
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確
定
申
告
時
に
会
計
ソ
フ
ト
を
使
用

し
て
決
算
さ
れ
る
方
が
こ
こ
数
年
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
会
計
ソ
フ
ト
使

用
者
の
決
算
相
談
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
に
デ
ー
タ
を
復
元
し
、
最
初
か
ら
デ

ー
タ
の
内
容
を
確
認
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
方
法
で
す
と
決
算
書
の
作
成

に
数
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ

の
為
、
他
の
会
員
の
予
約
時
間
が
大
幅

に
遅
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ

こ
で
会
計
ソ
フ
ト
使
用
に
よ
る
決

算
書
の
作
成
時
間
を
迅
速
に
す
る
た
め
、

会
計
ソ
フ
ト
使
用
者
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
及
び

Ｆ
Ｄ
な
ど
の
記
憶
媒
体
に
加
え
て
、
仕

訳
帳
、
現
金
出
納
帳
、
決
算
書

（損
益

計
算
書
や
貸
借
対
照
表
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
）
の
１
ペ
ー
ジ
か
ら
４
ベ
ー
ジ

ま
で
を
ご
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
打

ち
出
し
し
て
ご
持
参
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
決
算
相
談
時
間
は
１
人

一
時

間
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
理

解
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

ｍ
月
Ю
日

（木
）
平
成
二
十
三
年
度

納
税
表
彰
式
が
勤
労
福
祉
会
館
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
、
練
馬
西
税
務
署
長
表
彰

状
受
彰
者

一
名
、
感
謝
状
受
彰
者
三
名
、

計
四
名
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
西
税
務
署
長
表
彰
状

鈴
　
木
　
正
　
夫
　
殿

(東京国税局からのお知 らせ)

文書回答制度をご利用ください !

納税者の皆様からの質問に対して国税局が文書で回答します。

納税者の皆様から、申告期限等の前に 「具体的な取引等に係る税務上の取扱い」に関し

て、文書による回答を求める旨の照会を受けた場合には、一定の要件の下に文書回答を行

います。この手続きは、他の納税者の皆様の予測可能性の向上に役立てていただくため、

照会内容 ・回答をホームページで公表するという納税者サービスです (照会者名は原則非

公表です。)。

なお、この手続きの詳細については、東京国税局ホームベージの トップ画面下部の文書

回答制度バナーからご覧ください。

文書回笛制躍|

※東京国税局ホームベージアドレス httpプ加ww.nta.9o.jpれokyo

練
馬
西
税
務
署
長
感
謝
状

藤
　
沢
　
ス
ミ
ヱ
　
殿

山

田

明

美

殿

荻
　
野
　
　
堂
ユ　
　
殿

ま
た
、
東
京
小
売
酒
販
組
合
か
ら
、

当
会
の
副
会
長
小
林

一
敏
殿
が
練
馬
西

税
務
署
長
感
謝
状
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
彰
者

の

皆
さ
ま
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

人
ユ
後
の
益
々

の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お

り
ま
す
。

■
月
８
日

（火
）
、
女
性
部
主
催
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
事
務
局
３
階
に
て
行

い
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
２５
名
で
す
。
た
く
さ
ん

の
お
申
し
込
み

・
お
問
合
わ
せ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
東
京
防
災
救
急
協
会
か

ら
ク
マ
ナ
カ
さ
ん
、
石
神
井
消
防
署
か

ら
ヤ
ギ
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ク
マ
ナ
カ
さ
ん
は
元
消
防
署
救
急

隊
長
だ

っ
た
と
の
こ
と
で
、
実
際
に
あ

っ
た
救
命
の
ケ
ー
ス
な
ど
貴
重
な
お
話

も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
で
ひ
と
通
り
の
説
明
を
受

け
た
後
に
、
人
形
を
使

っ
た
人
工
呼
吸

と
胸
骨
圧
迫
、
そ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
心
肺
蘇
生
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

気
道
に
物
が
詰
ま

っ
た
時
の
処
置
や
止

血
法
な
ど
、
皆
様
真
剣
な
表
情
で
取
り

組
ん
で
い
ま

し
た
。

こ
の
講
習

会
は
、
３
時

間
の
受
講
で

故
命
技
能
認

定
証
が
発
行

さ
れ
ま
す
。

実
際
は
認
定

証
が
な
く
て
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
扱
う
の
は
可

能
で
す
が
、
受
講
す
る
こ
と
で
具
体
的

な
使
用
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

は
自
信
に
繁
が
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
、

『他
人
の
命
が

自
分
の
行
動
に
懸
か
っ
て
い
る
』
と
考

え
る
と
、
事
の
重
大
さ
に
尻
込
み
し
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
正
し
い
知
識
と
対
処
法
を
知
っ
て

お
く
こ
と
は
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

受
講
さ
れ
た
皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

女
性
部
で
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
様
々
な

行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

方
も
男
性
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
　
一向
倉
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厚
生
部
主
催
日
帰
り
旅
行

１０
月
３０
日

（日
）
木
々
が
色
づ
き
始
め

た
秋
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
４４
名
の
参

加
者
の
皆
様
で
関
越
道
を
長
野
へ
と
出
発

致
し
ま
し
た
。

小
諸
マ
ン
ズ
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
ワ
イ

ン
の
試
飲
の
み
の
予
定
が
、
収
穫
祭
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
思
い
が
け
ず
お
皆
油
の

お
生
産
ま
で
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
野
宿
で
は
、
日
本
の
道
百
選
に
選
ば

れ
た
江
戸
時
代
の
旅
籠
屋
造
り
と
明
治

・

大
正
時
代
の
蚕
室
造
り
が
調
和
し
た
町
並

み
や

「う
だ
つ
が
あ
が
ら
ぬ
」
と
い
う
言

葉
の
由
来
と
な

っ
た
卯
建

（防
火
壁
の
役

割
か
ら
明
治
時
代
に
な
る
と
装
飾
を
兼
ね

た
袖
壁
が
設
け
ら
れ
富
裕
の
家
で
な
け
れ

ば
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
）
を
見
る
事
も

で
き
、
歴
史
の
風
情
を
感
じ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
き
の
こ
村
深
山
に
て
昼
食
後
、

別
所
温
泉
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

北
向
観
音

（愛
染
か
つ
ら
の
大
木
や
歌

碑
▼

足
湯

・
安
楽
寺
三
重
塔

（日
本
で

唯

一
の
人
角
の
塔
）
と
急
な
階
段
が
あ
る

所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
元
気
に
自
由

散
策
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
大
松
農

園
に
て
様
々
な
種
類
の
り
ん
ご
の
試
食
を

満
喫
し
た
後
は
、
気
に
入
っ
た
銘
柄
の
木

を
探
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
り
ん
ご
狩
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。
帰
路
は
、
事
故
渋
滞

が
あ
り
、
到
着
時
間
が
１
時
間
程
遅
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
と
の
お

声
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
無
事
、
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
た
く
さ
ん
の
お
土
産
と
と
も
に

終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も

皆
様
に
喜
ん
で
頂

け
る
内
容
を
企
画

し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ご
参
加
頂
き
ま

し
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（事
務
局
　
一高
田
）

「英
会
話
教
室
」
開
催

今
年
度
は
、
新
た
に
世
界
の
共
通
語
で

あ
る
英
会
話
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
９

月
５
日

（月
）
を
皮
切
り
に
全
８
回
コ
ー

ス
で
、
毎
回
１０
名
程
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
師
は
と
て
も
ジ
ョ
ー
ク
の

好
き
な
レ
ザ
イ

・
マ
エ
ィ
先
生
、
そ
し
て

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
、
奥
様
の
大
澤
斤
子
先

生
と
二
人
の
先
生
に
囲
ま
れ
て
の
レ
ッ
ス

ン
は
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
で
し
た
。

名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
、
つ
い
習
慣
で
、

「は

い
」
と
答
え
て
し
ま
う
と
、
先
生
に
怒
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
、
授
業
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
も
終
盤
を
迎
え
る
と
、
み
な
さ
ん
と

お
別
れ
し
た
く
な
い
雰
囲
気
に
な
り
、
先

生
を
図
ん
で
、
実
際
に
海
外
に
行

っ
た
こ

と
を
想
定
し
て
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
で
食
事
会
を
し
て
、
北
野
神
社
の
境
内

で
ち
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
で
、

「も
み
じ
」
を
歌

っ
て
解
散
し
た
時
も
あ

り
ま
し
た
。
ち
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
拘
才
代
の

方
で
す
。
み
な
さ
ん
フ
ア
ー
ス
ト
ネ
イ
ム

で
呼
ば
れ
ま
す
の
で
、
と
て
も
若
返

っ
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
み
な
さ
ん
辞
書
を
引
い
て
調

べ
る
ま
で
に
な
り
、
み
な
さ
ん
の
執
小心
さ

に
脱
帽
で
し
た
。

ま
た
、
来
年
も
是
非
企
画
し
て
ほ
し
い

と
要
望
が
多
か
っ
た
の
で
、
マ
エ
ィ
先
生

に
交
渉
す
る
予
定
で
す
。
み
な
さ
ま
、
来

年
ま
た
お
進
い
し
ま
し
ょ
う
。

ｓ
ｅ
ｅ
　
ｙ
ｏ
ｕ
　
ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
　
　
　
高
落
桐

青

色
カ

ル
チ

ャ
ー

「
お
手

元
」

を

お

こ
う

「絵
画
教
室
」
開
催

１１
月
１６
日
（水
）
野
の

花
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
の

大
田
郁
也
先
生
を
講
師
に
、

透
明
水
彩
の
絵
画
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
８
名
と
、
少
々

寂
し
い
感
じ
で
し
た
が
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
中
で
、

皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
課
題
は
、
「お
手
元
」
の
製
作
で

し
た
。
最
初
は
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
下
絵
の
書

き
方
か
ら
入
り
、
絵
の
塗
り
方
の
練
習
を
し

て
、
「お
手
元
」
の
本
番
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
「お
手
元
」
の
折
り
方
か
ら
習
い
、

そ
こ
に
下
絵
を
描
き
、
絵
を
付
け
て
い
く
。

初
心
者
の
方
も
、
上
手
に
出
来
上
が
り
、

皆
さ
ん
満
足
顔
で
し
た
。

大
田
先
生
は
、
当
会
の
会
員
さ
ん
で
す
。

東
大
泉
地
区
区
民
館
等
で
教
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
絵
に
は
欠
か
せ
な
い
材
料
を
ご

提
供
頂
い
た
千
田
さ
ん
に
こ
の
紙
面
を
お

借
り
致
し
ま
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

高
橋

連
絡
先
野
の
花
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
お
お
た
い
く
や

０
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練
馬
区
伝
統
工
芸
展
は
、
第
２３
回
目
を
迎

え
て
石
神
井
公
園
駅
南
口
に
あ
る
ピ
ア
レ
ス

の
中
で
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
私
は
初
め
て

見
学
に
行
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
は
、
当
会
の
会
員
で
あ
る
中
久
保

義
造
氏
が
、
生
き
生
き
と
作
業
を
し
て
い
た
。

義
造
氏
は
、
子
供
の
時
か
ら
、

「木
」
を

い
じ
る
の
が
と
て
も
好
き
な
子
供
で
あ
っ
た

と
い
う
。
中
学
生
の
時
に
は
、
妊
路
城
、
虎

の
置
物
等
を
製
作
す
る
少
年
で
先
生
に
よ
く

一愛
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、

木
と
触
れ
合
う
仕
事
を
し
た
い
と
、
大
工
と

い
う
仕
事
は
ど
う
か
と
も
言
わ
れ
た
ら
し
い

が
、
高
い
所
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
、
建
具
屋

を
選
択
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

渋
谷
で
の
修
行
が
始
ま
り
、
結
婚
し
て
１０

年
後
に
待
望
の
子
供
が
生
ま
れ
、
そ
れ
か
ら

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
心
が
変
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。
丁
度
そ
の
頃
、
中
古
の
機
械

が
手
に
入
り
、
昭
和
４５
年
に
独
立
し
た
。
最

初
は
、
ベ
ニ
ヤ
雨
戸
か
ら
始
ま
っ
て
、
二
～

三
年
す
る
と
、
除
除
に
仕
事
へ
の
欲
が
出
て

き
た
。
利
益
を
上
げ
る
に
は
、
い
い
物
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
、

次
に
軽
く
て
作
り
易
い
障
子
を
専
門
に
製

作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
奥
さ
ん
の
征
子
さ

ん
に
も
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、
家
を
持
つ
と

い
う
目
標
を
か
か
げ
、　
一
年
に
一
件
し
か
請

け
な
い
と
い
う
工
務
店
か
ら
の
い
い
仕
事
に

も
恵
ま
れ
、
二
人
三
脚
で
仕
事
に
夢
中
だ
っ

た
と
の
こ
と
。
た
だ
し
、
家
の
中
で
の
仕
事

な
の
で
、
唯

一
の
趣
味
が
車
で
の
ド
ラ
イ
ブ
、

「
エ
コ
ラ
ン
競
争
」
で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
時
の
ナ
ビ
は
、
奥
様

の
征
子
さ
ん
で
あ
っ
た
。

と
も
に
歩
ん
で
き
た
奥

様
の
こ
と
を

「あ
げ
ま

ん
」
と
い
う
く
ら
い
結

婚
し
て
か
ら
苦
労
は
な

か
っ
た
と
言
う
が
、
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

常
に
前
向
き
に

考
え
る
義
造
氏

で
、
指
の

一
関

節
を
失
く
し
た

時
も
、
ま
だ
指

は
フ

夫

率

容

、

と
思

っ
た
。
と

い
う
か
ら
、
落

ち
込
ま
な
い
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
。
前
向

き
思
考
で
表
情
も
常
に
穏
や
か
で
あ
る
。

義
造
氏
国
く
、

「私
の
人
生
は
、
欲
を
か

か
な
い
の
が
良
か
っ
た
。
」
と
、
仕
事
が
終

わ
っ
て
、
お
金
の
受
取
り
を
、
必
ず
三
カ
月

は
待
っ
て
あ
げ
た
。
集
金
に
は
行
っ
た
こ
と

が
な
く
、
先
方
か
ら
支
払
い
に
来
て
く
れ
た
。

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
　
口
」
ん
な
小
さ
な
所

に
は
、
お
客
さ
ん
も
支
払
っ
て
あ
げ
な
け
れ

ば
と
思
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
」
と
謙
遜

の
言
葉
も
あ
っ
た
。

す
か
さ
ず
、
征
子
さ
ん
が

「義
造
さ
ん
は
、

足
し
算
が
好
き
、
引
き
算
は
き
ら
い
。
」
と

よ
く
言
っ
て
い
た
。
と
、
引
き
算
は
、
征
子

さ
ん
の
役
目
だ
っ
た
。
と
の
こ
と
で
、
二
人

三
脚
ぶ
り
が
ま
た
伺
え
た
。

今
ま
で
苦
労
ら
し
い
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
ひ
と
つ
だ
け
あ
る
と
し
た
ら
、

「征

子
に
先
立
た
れ
る
時
か
な
」
と
何
と
も
羨
ま

し
い
お
話
で
し
た
。
お
二
人
と
も
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

技
術
の
あ
る
義
造
氏
で
す
の
で
、
こ
ん
な

の
が
ほ
し
い
と
い
う
物
が
あ
れ
ば
、
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
で
ご
注
文
に
応
じ
ま
す
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
そ
の
節
は
、
是
非
と
も
左
記

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

穏
や
か
な
義
造
氏
、
世
話
好
き
な
征
子
さ

ん
、
そ
し
て
、
利
口
な
サ
リ
ー
ち
ゃ
ん
に
お

逢
い
で
き
ま
す
よ
。
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